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豚熱は、有効な治療法や
予防法がなく、その病原

性の高さから、ひとたびまん延すれば、長
期にわたり畜産業の生産性を低下させ、国
民への畜産物の安定供給を脅かす、我が国
において最も侵入を警戒すべき伝染性疾病
です。アジア地域では、2018年8月に中国
において初の発生が確認されて以来、感染
の拡大が続いており、我が国への侵入リス
クが高まっています。
我が国ではこれまでにアフリカ豚熱が発生
したことはありませんが、発生への備えと
して様々な取組を行っています。 

アジアにおける発生状況

アフリカ豚熱は、常在地であるアフリカ
大陸から、2007年にコーカサス地域及びロ
シアへの侵入が確認され、その後東欧から
西欧に向け発生地域が拡大し、2018年には
中国において発生が確認されて以降、韓国
やベトナムをはじめアジア全域にも発生が
拡大しています。
特に隣国の韓国では、2019年9月の発生確

認以来、飼養豚と野生イノシシで徐々に感
染が拡大しています。

アフリカ

特2-1図　アフリカ豚熱の発生拡大状況

水際対策の強化

我が国のアフリカ豚熱対策において最も
重要なことは、我が国にウイルスを入れな
いことです。このため、動物検疫所では、海
外から肉製品を持ち込ませないための広報
活動や、空海港における水際検疫を実施し
ています。
航空便、クルーズ船、フェリー等の旅客
が携行し、我が国の到着空港等における動
物検疫所の検査によって輸入が認められな
かった豚肉製品の一部についてアフリカ豚
熱ウイルスのモニタリング検査を実施して
いますが、これまでに100例以上でアフリカ
豚熱ウイルス遺伝子が検出されているほか、
生きたウイルスが分離された事例もありま

す。このため、動植物検疫探知犬による探
知活動や家畜防疫官による口頭質問等の検
査の強化を行っています。動植物検疫探知
犬は、140頭体制で全国の空海港や国際郵便
局において探知活動を実施しています。検
疫業務に携わる家畜防疫官についても2022
年度末に526名体制に増員したところです。
また、2019年4月からは、海外からの違法

な畜産物の持ち込みに対する対応を厳格化
しており、肉製品等を持ち込んだ旅客に対
して、2023年8月時点までに家畜伝染病予防
法違反（輸入禁止品の持ち込み）で6件10名
の逮捕事例が発生しました。また、国際郵
便物についても日本郵便と協力して検査を
強化し、2件4名の逮捕事例が発生していま
す。 

特2-1表　違法な畜産物（携帯品及び郵便物）の摘発上位国 特2-2図　探知犬による探知活動
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飼養衛生管理の向上と発生への備え

農場における飼養衛生管理の徹底は家畜
伝染性疾病対策の基本的な取組ですが、特
にワクチンによる予防ができないアフリカ
豚熱においては、我が国に侵入したときに
備え、農場にウイルスを入れないための飼
養衛生管理の向上が必要です。このため、
農家に対して予防対策の重要ポイント等を
わかりやすく情報提供するほか、都道府県
の家畜保健衛生所が全国の養豚農場に対し、
四半期ごとの飼養衛生管理状況に関する一
斉自己点検を実施し、飼養衛生管理基準の
遵守の徹底を図っています。不遵守農場に
対しては、家畜伝染病予防法に基づく指導
及び助言・勧告・命令が行われます。

また、「アフリカ豚熱に関する特定家畜伝
染病防疫指針」（令和2年7月1日農林水産大
臣公表）を策定し、発生時の対応等につい
て定めるとともに、アフリカ豚熱の診断マ
ニュアルを策定し、都道府県及び国による
飼養豚及び野生イノシシにおけるアフリカ
豚熱検査を実施しています。我が国ではこ
れまでにアフリカ豚熱の発生はありません
が、農林水産省及び都道府県において、国
内におけるアフリカ豚熱の発生を想定した
防疫演習を実施しています。また、野生イ
ノシシにおいてアフリカ豚熱が発生した場
合を想定し、イノシシの死体の処理等の防
疫作業に関する実地演習を実施するなどに
より、発生への備えを強化しています。

特2-3図　農場における発生予防対策のポイント

サーベイランスの実施と野生イノシシ対策

アフリカ豚熱の侵入を監視するため、都
道府県は原則として年に1回、豚飼養農場に
対して立入検査を行い、異常豚の摘発と当
該豚の病性鑑定を実施しています。また、
家畜保健衛生所における豚のすべての病性
鑑定事例において、解剖検査の上、アフリ
カ豚熱の抗原検査を実施しています。
アフリカ豚熱の対策においては、野生イ
ノシシサーベイランスによる感染状況の早
期把握が重要であることから、2018年9月か
ら、各都道府県において、豚または死亡野
生イノシシの豚熱及びアフリカ豚熱の抗原

検査を実施しています。これまでよりも簡
便かつ迅速に豚熱とアフリカ豚熱の遺伝子
検査を行うことができる新たな検査法が開
発され、更なるサーベイランス強化に取り
組んでいるところです。
さらに、万が一、日本の野生イノシシで
陽性が確認された場合に備え、防疫対応を
具体化するとともに、野生イノシシの捕獲・
狩猟従事者に対して映像資料等を活用し、
交差汚染防止対策の周知を行うほか、登山
等の山林に立ち入る一般市民を対象に、人
や物を介した野生動物間のまん延防止に関
する情報発信等を行っています。

特2-4図　 アフリカ豚熱の発生に備えた野性イノシシ死体の
処理方法の検討（上）と、埋却作業の演習（下）

特2-5図　狩猟者向けポスター
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